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グローバル資本主義の理論構造とその特質 
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Ⅰ．資本主義の歴史区分（３段階区分） 

(1) 19世紀以前の生成期の資本主義、 

(2) 19世紀初めから20世紀前半までの確立期の資本主義、 

(3) 第二次世界大戦以後の現代資本主義 

 

基準：国家は、国民経済の私的もしくは民間セクター（＝市場と資本の経済領域）に対し

て、どのように関与してきたのか 

 

Ⅱ．資本主義の歴史区分（５段階区分） 

 (1) 生成期の資本主義（19 世紀以前）：原始蓄積期 

  (2) 確立期の資本主義－前半期（19 世紀前半～70 年代）：自由主義の時代 

  (3) 確立期の資本主義－後半期（19 世紀末～20 世紀戦間期）：帝国主義の時代 

  (4) 現代資本主義－前半期(第 2 次世界大戦後～1970 年代前半) 

                       ：福祉国家体制の時代 

 (5) 現代資本主義－後半期（1970 年代～現在）：グローバル資本主義の時代 

 

基準：国家は、資本－賃労働関係の再生産メカニズムにいかなる形で関与してきたのか。 

 

※ 以上は、19 世紀までに＜原始蓄積的過程－産業革命－産業資本主義の確立＞という

発展を成し遂げた国についての、いわば標準的発展モデル（先進国モデル）でしかない。 

 

Ⅲ．新しい歴史段階としてのグローバル資本主義 

資本主義経済を支える賃金と利潤との分配関係の調整メカニズム が、どのような

歴史的特殊性をもつのかによって、その歴史区分が可能である。 

 

賃金と利潤との分配関係の調整メカニズム という、資本主義の基本的な存立構造

からみて、グローバル資本主義は新しい歴史区分を画すものとして存在する。 

 

Ⅳ．福祉国家体制下の調整メカニズムと「資本主義の黄金時代」 

福祉国家体制下の完全雇用政策によって、必然的に賃金の持続的上昇が起こった。

ただし、この賃金が持続的に上昇しても、同時に労働生産性が上昇し、その上昇率の

範囲内に賃金上昇率が収まっていれば、そこから直ちに資本過剰の状態に陥ることは

ない。逆に、持続的な好況過程が実現される（1950 年代、60 年代における「資本主

義の黄金時代」）。 



Ⅴ．グローバル資本主義における賃金・利潤の分配関係の調整メカニズム 

 

先進資本主義国では、国境を越えての資本と労働力の移動を通して、賃金と利潤との分

配関係を安定的に調整することが可能になり、過剰資本の顕在化をある程度は回避できる。 

 

 

Ⅵ．グローバル資本 

 

        労働力 

貨幣－商品         ・・・・生産・・・・ 商品－貨幣 

        生産手段（労働対象、労働手段）   （利潤を含む） 

 

＜市場＞：経営資源の調達             ＜市場＞：商品の販売 

 

※ グローバル資本：調達、生産、販売の国際化 

 

 

Ⅶ．グローバル資本主義下の労働者の窮乏化 

 

労働力商品－貨幣（賃金）             貨幣－商品（賃金財）･･･ 消費 ･･･ 

 

    労働力 

貨幣－商品      ･･･ 生産過程 ･･･  商品－貨幣 

           生産手段 

 
 
＜資本の再生産・蓄積運動と労働者の消費＞ 

(1) 確立期の資本主義：労働者の消費は、もっぱら資本の再生産・蓄積運動によ

って規定されていた。 
(2) 福祉国家体制：資本の再生産・蓄積運動は、生産過程を担う労働者の消費に

条件付けられている。 
(3) グローバル資本主義：その再生産・蓄積運動が、生産過程を担う労働者の消

費に条件付けられることがなくなる。 
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